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図 1 授業のモデル 
 








 学生が社会科学系学部の 1 年生ということもあり、数や計算に対する苦手意識を持つ者が多
い。そのため、やさしい多くの演習問題を考えさせて解法を理解させ、厳密で論理的な思考で
ない場当たり的なプログラミングであれ演習に慣れさせることを目指した。 





 教授戦略は、授業の最初の 30 分は授業を行い、授業で学んだ知識を確認するための授業内
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図 2 プログラミングツールの実行画面 
 
5 授業実践の評価 









 学生の個人成績を評価するテストを授業の最終日に演習テスト形式（テスト時間は 90 分）
で行った。その直前に 40 分のテスト準備の時間を設定した。授業中に使用した資料はすべて
参照可とした。図 3に授業内容確認テストの成績を含めた総括的成績評価［演習テストの成績
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  なことでも教えてください。 
 ⑧この授業では課題に関してアドバイスをしたり、アドバイスを受けたりすることを推奨し 
  ましたが、あなたは他の人にアドバイスをしましたか。 
 ⑨アドバイスを受けた人に聞きます。誰からアドバイスをうけましたか。名前を教えてくだ 
  さい。来年度の授業のやり方を考えるのに参考にします。3人以内にしてください。ニッ 
  クネームは避けてください 
 ⑩来年度にむけて授業方法で改善したほうがいいと感じることを教えてください。（たとえ 




































図 4 プログラムの経験の有無 
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図 6 プログラムを作成する 
 








































図 8 課題解決の持続力 
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図 10 授業で見につけたこと 
 













図 11 学びあいの経験 
 
 学生間での「学びあい」を取り入れた学習を推奨にも関わらず、アドバイスができるように
なった人が 15人であるとの結果であった。アドバイスをできる人が 15人も育ったと読むか 15
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図 12 各年度の期末テストの素点の比較 
分類 事例 人数 
授業方法 正解表示 2 
 教員数 1 
 日本語表示 1 
 学びあいの推進 1 
 フローチャートの活用 2 
 座席指定 1 
教材 教科書 1 
 演習課題の難度 2 
 ヒント 1 
 課題数 1 
 教材の充実 2 
学習環境 サーバの負荷 1 
特になし 特になし 24 
回答なし 回答なし 13 
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 さらに学習内容確認問題も 2009年度は 87題であったが、1問に複数題を含む場合があるた
め、学習目標が明確なるように 1 問 1 題として 193 題に分割した。その結果正解率は、2009
年度 71％が 2010年度は 82％に向上した。 
 またプログラミング学習に「学びあい」という仕組みを導入した。「学びあい」を浸透させる
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6 おわりに 
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